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木
材
、
鉄
鋼
、
電
子
部
品
、
食
品
な
ど
あ
ら
ゆ

る
分
野
の
刃
物
製
造
を
行
う
東
洋
刃
物
。
中
で
も
、

先
進
性
を
顕
著
に
表
し
て
い
る
の
が
、
テ
ー
プ
や

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
・
タ
ブ
レ
ッ
ト
Ｐ
Ｃ
に
も
使
用

さ
れ
る
機
能
性
フ
ィ
ル
ム
な
ど
を
一
定
幅
で
切
る

た
め
の
「
ス
リ
ッ
タ
ー
ナ
イ
フ
」
だ
。

　
ド
ー
ナ
ツ
状
の
鋼
板
の
外
側
に
刃
が
付
い
て
お

り
、
シ
ャ
フ
ト
（
軸
）
に
組
み
込
ん
で
高
速
回
転

さ
せ
る
こ
と
で
素
材
を
細
長
い
形
状
に
切
る
精
密

刃
物
。
上
刃
と
下
刃
が
組
み
合
わ
さ
れ
た
構
造
を

し
て
お
り
、
１
マ
イ
ク
ロ
メ
ー
ト
ル
単
位
の
精
密

さ
だ
。
そ
れ
を
可
能
に
し
て
い
る
の
が
、
作
業
に

携
わ
る
社
員
が
一
工
程
ご
と
に
ノ
ギ
ス
・
マ
イ
ク

ロ
メ
ー
タ
ー
や
検
査
機
で
確
認
し
、
理
想
の
形
に

近
づ
け
る
緻ち

密み
つ

な
作
業
だ
。

　
工
業
用
機
械
刃
物
は
、
何
を
ど
の
よ
う
に
切
る

か
に
よ
っ
て
材
質
・
硬
度
や
形
状
が
ま
っ
た
く
違

う
。例
え
ば
、記
録
媒
体
に
使
用
さ
れ
る
磁
気
テ
ー

プ
を
高
精
度
に
切
断
す
る
情
報
産
業
用
刃
物
の
開

発
は
、
テ
ス
ト
と
改
良
を
何
度
も
繰
り
返
し
て
製

品
化
し
て
い
く
と
い
う
。

　
磁
気
テ
ー
プ
は
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
を
管
理
す
る
際

の
有
効
性
が
見
直
さ
れ
生
産
量
が
急
回
復
し
て
い

る
。
そ
の
た
め
こ
こ
数
年
で
急
速
に
大
容
量
化
が

進
ん
で
お
り
、
切
断
品
質
の
向
上
が
求
め
ら
れ
て

い
る
。

　「
お
客
様
の
要
求
に
応
え
る
に
は
、
加
工
法
だ

け
で
な
く
刃
物
素
材
か
ら
の
検
討
が
必
要
」
と
技

術
開
発
担
当
者
が
話
す
よ
う
に
、
素
材
に
関
す
る

研
究
も
重
要
に
な
っ
て
く
る
。

　
こ
の
よ
う
に
研
究
デ
ー
タ
を
蓄
積
し
、
半
世

紀
以
上
に
渡
り
実
績
を
重
ね
る
姿
勢
は
、
国
内

の
み
な
ら
ず
海
外
の
企
業
か
ら
も
高
い
評
価
を

得
て
い
る
。

　「
お
客
様
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
り
な

が
ら
、
社
員
は
高
い
レ
ベ
ル
で
自
分
た
ち
の
技
術

を
発
揮
し
て
い
ま
す
」
と
工
場
長
代
理
の
堀
江
敬

さ
ん
は
話
し
て
く
れ
た
。

　
新
し
い
製
品
の
開
発
だ
け
で
な
く
、
既
存
技
術

の
磨
き
上
げ
も
実
践
し
て
い
る
。
そ
の
一
例
が
、

前
述
の
ス
リ
ッ
タ
ー
ナ
イ
フ
を
、
加
工
機
械
に
取

り
付
け
る
際
に
必
要
と
な
る
保
持
部
品
「
ナ
イ
フ

ホ
ル
ダ
ー
」
の
改
良
だ
。
こ
れ
も
お
客
様
の
声
に

耳
を
傾
け
る
こ
と
で
実
現
で
き
た
製
品
で
、
開
発

陣
と
製
造
現
場
が
一
体
と
な
り
、
高
い
完
成
度
を

目
指
し
た
。

　
ナ
イ
フ
ホ
ル
ダ
ー
に
は
、
切
断
幅
を
決
め
て
使

用
さ
れ
る
固
定
式
と
、
幅
を
自
由
に
変
え
る
こ
と

が
で
き
る
汎
用
性
の
高
い
移
動
式
の
２
種
類
が
あ

る
。
移
動
式
は
加
工
の
自
由
度
を
高
め
ら
れ
る

一
方
で
、
シ
ャ
フ
ト
に
セ
ッ
ト
す
る
際
の
ズ
レ
が

生
じ
や
す
く
、
上
下
の
刃
の
接
触
が
安
定
し
な
い

の
が
難
点
だ
っ
た
。
そ
こ
で
、
移
動
式
の
機
能
性

は
そ
の
ま
ま
に
、
ナ
イ
フ
と
シ
ャ
フ
ト
が
安
定
し

て
接
す
る
こ
と
が
で
き
る
「
高
精
度
移
動
式
ホ
ル

ダ
ー
」
の
開
発
に
着
手
。
ホ
ル
ダ
ー
本
体
の
締
結

部
に
独
自
の
デ
ザ
イ
ン
を
考
案
し
、
製
造
工
程
に

お
け
る
各
種
工
夫
も
行
っ
た
。

　
こ
れ
に
よ
り
、
ズ
レ
の
範
囲
を
10
マ
イ
ク
ロ

メ
ー
ト
ル
以
下
と
大
幅
に
低
減
さ
せ
る
こ
と
に
成

功
。
固
定
式
並
み
の
切
口
品
質
を
実
現
さ
せ
た
。

　
こ
う
し
た
生
産
技
術
と
製
品
性
能
が
評
価
さ
れ

「
高
精
度
移
動
式
ホ
ル
ダ
ー
」
は
、
２
０
１
４
年

に
宮
城
県
内
で
作
ら
れ
た
高
品
質
な
工
業
製
品
の

証
で
あ
る
「
第
６
回
み
や
ぎ
優
れ
Ｍ
Ｏ
Ｎ
Ｏ
認
定

製
品
」
に
選
出
さ
れ
た
。

　
２
０
１
１
年
３
月
、
東
日
本
大
震
災
の
津
波
に

よ
り
、
当
時
仙
台
港
エ
リ
ア
に
あ
っ
た
本
社
と
工

場
が
被
災
。
出
荷
を
待
つ
大
量
の
製
品
も
海
水
に

浸
か
り
、
そ
の
後
生
じ
た
サ
ビ
で
使
い
物
に
な
ら

な
く
な
っ
た
。
そ
の
苦
い
経
験
か
ら
、
東
洋
刃
物

は
本
社
の
移
転
や
工
場
機
能
の
集
約
な
ど
生
産
体

制
を
整
え
な
が
ら
、
す
ぐ
に
サ
ビ
に
強
い
刃
物
の

開
発
に
も
着
手
し
た
。

　
サ
ビ
に
強
い
金
属
の
知
見
を
東
北
大
学
金
属
材

料
研
究
所
の
千
葉
晶
彦
教
授
に
求
め
、
さ
ら
に
、

千
葉
教
授
が
刃
物
以
外
の
分
野
に
応
用
を
進
め
て

き
た
、〝
金
属
版
3
D
プ
リ
ン
タ
〟
と
も
呼
ば
れ

る
「
電
子
ビ
ー
ム
積
層
造
形
法
」
に
よ
る
工
業
用

刃
物
製
造
に
つ
い
て
共
同
で
研
究
し
て
い
る
。
現

在
、
製
造
コ
ス
ト
を
抑
え
た
サ
ビ
に
強
い
工
業
用

機
械
刃
物
の
実
用
化
が
進
行
中
だ
。

　「
現
状
維
持
で
は
停
滞
す
る
だ
け
。
常
に
改
善

の
意
識
を
持
っ
て
、
上
司
部
下
の
垣
根
な
く
ア
イ

デ
ア
を
出
し
合
え
ば
、
必
ず
革
新
が
生
ま
れ
る
の

で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
ま
す
」
と
開
発
に
か
け

る
思
い
に
つ
い
て
語
る
工
場
長
の
髙
橋
さ
ん
。
震

災
を
乗
り
越
え
た
社
員
が
一
丸
と
な
っ
て
、
更
な

る
高
み
を
目
指
し
て
い
る
。

津
波
で
本
社
と
工
場
が
被
害
を
受
け
る
も

新
た
な
製
品
開
発
の
チ
ャ
ン
ス
に
変
え
る

プラスティックフィルムなどを細
い幅で加工するための装置をミ
ニチュアサイズにした新商品「ラ
ボユニットシリーズ」は、生産
機を使うよりコストと時間をか
けずに実験ができる
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機
能
性
ア
ッ
プ
を
目
指
し
た
改
良
技
術
で

宮
城
ブ
ラ
ン
ド
の
ヒ
ッ
ト
商
品
を
生
み
出
す

スリッターナイフの下刃を、機械を使い1000
分のミリ単位の厚みを測って精密に検査する

刃の形状は、切る材質によってさま
ざま。研磨された完成品は、まさに
芸術的な美しさ

第 6 回みやぎ優れ MONO 認定品に
選出された高精度移動式ホルダー

長
年
培
っ
て
き
た
ノ
ウ
ハ
ウ
を
武
器
に

新
し
い
技
術
や
分
野
に
柔
軟
に
対
応
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プロフィール
ともに1967年生まれ。髙橋さんは工業
高校を、堀江さんは職業能力開発短期
大学校（現職業能力開発大学校）を卒
業後、東洋刃物株式会社に入社。髙橋
さんは地元の製造業を担うひとりになり
たいという思いから、堀江さんは、機械
工業の未来に期待を抱いて今の仕事に
就いたと話す

わ
ず
か
な
ズ
レ
も
許
さ
れ
な
い
、
正
確
な
切
れ
味
が
求
め
ら
れ
る

機
械
刃
物
製
造
業
界
を
牽
引
し
て
き
た
東
洋
刃
物
株
式
会
社
。

刃
を
研
ぎ
澄
ま
す
よ
う
に
、
技
術
の
研
鑽
に
努
め
る
姿
勢
は

震
災
を
乗
り
越
え
、
新
た
な
製
品
を
生
み
出
す
原
動
力
と
な
っ
た
。

　
今
年
で
創
業
90
周
年
を
迎
え
た
東
洋
刃
物
株
式

会
社
（
以
下
、
東
洋
刃
物
）。
社
名
ロ
ゴ
の
時
代
が

か
っ
た
書
体
か
ら
も
そ
の
歴
史
の
重
み
を
感
じ
さ

せ
る
。
東
北
帝
国
大
学
（
現
東
北
大
学
）
金
属
材

料
研
究
所
の
故
本
多
光
太
郎
博
士
を
最
高
顧
問
に

迎
え
て
創
業
し
、
当
時
輸
入
に
頼
っ
て
い
た
工
業

用
機
械
刃
物
の
日
本
に
お
け
る
組
織
的
生
産
の
草

分
け
と
し
て
、
国
産
化
を
推
進
し
て
い
っ
た
。
そ

の
後
も
、
各
地
に
製
造
工
場
を
新
設
し
、
国
内
機

械
刃
物
市
場
で
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
シ
ェ
ア
を
占
め
る

企
業
に
成
長
を
遂
げ
た
。

　
２
０
１
１
年
に
本
社
を
富
谷
町
へ
移
転
。
大
阪

の
工
場
機
能
も
集
約
し
た
こ
と
で
、
こ
こ
富
谷
工

場
は
、
同
社
が
手
掛
け
る
工
業
用
機
械
刃
物
製
造

の
中
心
拠
点
と
な
っ
た
。

　「
刀
か
た
な

鍛か

冶じ

の
よ
う
な
古
め
か
し
い
職
人
が
い
る
会

社
の
よ
う
に
思
わ
れ
が
ち
で
す
が
、
常
に
業
界
の

先
進
技
術
を
追
い
求
め
る
チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
あ
ふ

れ
る
社
風
で
す
」
と
工
場
長
の
髙
橋
宏
さ
ん
は
話

し
て
く
れ
た
。

東洋刃物株式会社　富谷工場

工場長

髙
た か は し

橋 宏
ひ ろ し

さん ( 写真左 )

工場長代理

堀
ほ り

江
え

 敬
け い
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創業当時からの社名ロゴ


